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不
定
期
連
載

中
高
一
貫
教
育
レ
ポ
ー
ト

シ
マ
の
話
題

　

そ
の
１(
小
野
津
小　

福
岡
の
幼
稚
園
と
交
流　

ほ
か
）

　

そ
の
２(
喜
界
町
畜
産
共
進
会　

ほ
か)

　

そ
の
３(

ス
ポ
少
交
換
大
会
・
高
校
生
１
万
人
署
名)

　

そ
の
４(

思
い
が
け
な
い
来
訪
者　

ほ
か)

　

そ
の
５(

保
健
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会　

ほ
か)

カ
ラ
テ
ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
：
藤
山
茂
樹
さ
ん
全
国
優
勝

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

こ
ん
に
ち
は
イ
ル
サ
・
ト
ラ
マ
ー
で
す

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓
・
今
月
の
わ
ん
こ
・
編
集
後
記

島
に
咲
く
花広　 報

N o . 495

９
平成20年

（ 2 0 0 8 ）

写
真
説
明

　

喜
界
町
の
観
光
ポ
ス
タ
ー

は
、
隆
起
珊
瑚
礁
そ
の
も
の

で
あ
る
喜
界
町
の
航
空
写
真

と
、
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
が
大
き
く

写
って
お
り
、そ
の
中
心
に
「蝶

の
飛
び
交
う
隆
起
珊
瑚
礁
の

島
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

喜
界
島
は
年
２
㎜
弱
で
隆

起
し
て
お
り
、
他
の
奄
美
や

沖
縄
の
島
々
よ
り
速
く
、
日

本
一
の
隆
起
速
度
で
あ
る
。

　

ま
た
、
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
も
日

本
最
大
の
蝶
で
あ
る
。

　

白
ゴ
マ
を
は
じ
め
、
シ
マ
で

「
日
本
一
」
を
探
せ
ば
色
々

あ
る
の
だ
。

ま
だ
ま
だ
夏
!!

海
中
写
真
は
い
ず
れ
も
葛
西
深
雪
さ
ん
（
湾
）
提
供

「蝶の飛び交う隆起珊瑚礁の島」は・・・



�

　

平
成
12
年
に
、
喜
界
地
域
の
一
高

校
三
中
学
が
連
携
型
中
高
一
貫
教
育

の
実
践
研
究
校
の
指
定
を

受
け
５
人
の
加
配
教
員
が

あ
り
、
平
成
15
年
か
ら
本

格
実
施
が
は
じ
ま
っ
た
本

町
の
中
高
一
貫
教
育
。　

　

そ
の
主
旨
は
中
高
の
学

習
課
程
を
調
整
し
、
無
駄

を
は
ぶ
い
て
一
貫
性
を
持

た
せ
体
系
的
な
教
育
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
相
互
乗

り
入
れ
授
業
や
合
同
美
術

展
、
各
種
検
定
試
験
の
合

同
実
施
な
ど
お
こ
な
っ
て

お
り
、
今
回
の
合
同
進
路

説
明
会
は
５
回
目
と
な

る
。

　

説
明
会
に
は
、
中
学
と

高
校
合
わ
せ
て
３
０
９
人

の
生
徒
と
、
大
学
10
校
、

専
門
学
校
21
校
（
資
料

の
み
２
校
）
が
参
加
し

た
。

　

A
グ
ル
ー
プ
（
高
校

２
、３
年
）、
B
グ
ル
ー

プ
（
中
学
３
年
、
高
校

１
年
）
に
分
か
れ
て
各

種
学
校
の
関
係
者
に
よ

る
説
明
会
（
分
科
会
）
に
参
加
し
、

A
グ
ル
ー
プ
は
自
ら
の
進
路
に
直

結
し
た
学
校
を
主
眼
に
置
き
、
B
グ

ル
ー
プ
は
自
ら
の
趣
味
や
憧
れ
の
職

種
に
つ
な
が
る
学
校
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
行
わ
れ
た
進
路
講
演

は
、
A
グ
ル
ー
プ
で
は
学
校
・
企

業
が
求
め
る
人
材
の
条
件
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
例
に
あ

げ
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
が
卒
業
後
に

社
会
参
加
す
る
際
に
重
要
な
資
質
を

ど
の
よ
う
に
し
て
身
に
つ
け
る
か
、

B
グ
ル
ー
プ
で
は
物
事
を
多
角
的
に

見
る
力
の
必
要
性
、
夢
・
目
標
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
が

あ
っ
た
。

　

進
路
講
演
後
に
廣
司
靖
香
さ
ん

（
喜
高
１
年
）
は
「
固
定
化
し
な
い

（
決
め
つ
け
な
い
）
と
い
う
言
葉
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
大
学
や
専
門

学
校
は
夢
や
目
標
が
な
い
と
大
変
だ

と
聞
き
、『
出
来
る
か
、出
来
な
い
か
』

で
は
な
く
『
素
直
』
な
気
持
ち
で
何

事
に
も
取
り
組
み
、
夢
や
目
標
を
見

つ
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
感
想
を

話
し
た
。

　

上
村
部
会
長
は
「
I
T
時
代
と
は

い
え
、
直
に
見
聞
す
る
こ
と
が
大
事
。

今
回
は
時
間
が
少
々
足
り
な
か
っ
た

の
が
残
念
だ
っ
た
が
、
来
年
以
降
も

各
学
校
の
先
生
方
と
密
に
連
携
し
な

が
ら
、
よ
り
良
い
情
報
を
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
提
供
し
た
い
」
と
話
し

た
。

10
大
学
（
短
大
）、
21
専
門
学
校
が
参
加

　

～
「
中
３
高
１
」
と
「
高
２
、３
」
別
に
実
情
に
合
わ
せ
た
説
明
～

　

喜
界
地
区
中
高
一
貫
教
育
の
一
環
と
し
て
中
高

合
同
進
路
部
会
（
部
会
長
、
上
村
武
志
喜
界
高
校

教
諭
）
は
７
月
９
日
、
合
同
進
路
説
明
会
を
、
喜

界
高
校
で
開
催
し
た
。

　

岐
阜
県
か
ら
沖
縄
県
ま
で
の
大
学
・
専
門
学
校

が
多
数
参
加
し
、
中
学
生
た
ち
は
趣
味
や
憧
れ
、

高
校
生
た
ち
は
現
実
の
希
望
進
路
を
ふ
ま
え
な
が

ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

喜界地域「連携型」
中高一貫教育レポート №１

不定期連載

「Ｂグループでの進路講演会」

専門学校職員によるガイダンス

中
高
合
同
進
路
説
明
会
開
催 

参
加
大
学
・
短
期
大
学

琉
球
大
学
、
鹿
児
島
国
際
大
学
、
鹿
児
島
国
際
大
学
短
期
大
学
部
、
第
一
工
業
大
学
、

鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学
、
明
桜
大
学
、
福
岡
経
済
大
学
、
岐
阜
経
済
大
学
、
中
日

本
自
動
車
短
期
大
学
、
東
亜
大
学
、
第
一
幼
児
教
育
短
期
大
学

参
加
専
門
学
校

進学分科会（専門学校）

参
加
校

主
な
分
野

東
海
工
業
専
門
学
校
金
山
校

（
現
校
名
：
あ
い
ち
建
築
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
）

建
築
設
計
、
建
築
設
備
、
大
工
技
術
、

イ
ン
テ
リ
ア
、
自
然
環
境
、
土
木
、
測
量

名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校

情
報
シ
ス
テ
ム
、
情
報
処
理
、
Ｉ
Ｔ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
ゲ
ー
ム
他

福
岡
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ー
ト
専
門
学
校

美
容
、
エ
ス
テ
、
メ
イ
ク
、

ネ
イ
ル
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
他

鹿
児
島
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

シ
ス
テ
ム
工
学
、
情
報
シ
ス
テ
ム
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
他

日
本
工
学
院
専
門
学
校

放
送
、
映
画
、
声
優
、
俳
優
、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
、

ダ
ン
ス
、
コ
ン
サ
ー
ト
他

日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

専
門
学
校
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
九
州
校

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ラ
ス
ト
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
、
マ
ン
ガ
他

専
門
学
校
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
九
州
校

Ｃ
Ｍ
、
Ｔ
Ｖ
番
組
制
作
、
音
響
・
映
像
制
作
、

情
報
シ
ス
テ
ム
、
情
報
処
理
他

麻
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

情
報
工
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
他

麻
生
医
療
福
祉
専
門
学
校
福
岡
校

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
こ
ど
も
、

社
会
福
祉
、
介
護
福
祉
他

麻
生
外
語
観
光
＆
製
菓
専
門
学
校

（
現
：
専
門
学
校
麻
生
外
語
観
光
カ
レ
ッ
ジ
）

エ
ア
ラ
イ
ン
、
エ
ア
ポ
ー
ト
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、

ホ
テ
ル
、
パ
テ
ィ
シ
エ
他

麻
生
建
築
＆
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

（
現
：
麻
生
工
科
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
）

建
築
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
他

麻
生
公
務
員
専
門
学
校
福
岡
校

公
務
員
（
警
察
官
、
消
防
官
、
Ⅱ
種
・
中
級
、

Ⅲ
種
・
初
級
、
自
衛
官
）

Ｉ
Ｌ
Ｐ
お
茶
の
水
医
療
福
祉
専
門
学
校

（
旧
：
福
岡
お
茶
の
水
医
療
秘
書
福
祉
専
門
学
校
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
、
社
会
福
祉
、

精
神
保
健
福
祉
、
心
理
、
保
育
他

辻
調
理
師
専
門
学
校

調
理

辻
製
菓
専
門
学
校

製
菓

エ
コ
ー
ル　

辻　

大
阪

フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
料
理
、
日
本
料
理
、

製
菓
、
製
パ
ン

神
戸
国
際
調
理
製
菓
専
門
学
校

調
理
、
製
菓

育
成
調
理
師
専
門
学
校

調
理
、
製
菓

原
田
学
園
ハ
イ
テ
ク
専
門
学
校

経
営
情
報
、
I
T
ベ
ン
チ
ャ
ー
、

Ｉ
Ｔ
ソ
ル
ー
シ
ョ
ン
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

原
田
学
園
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ツ
専
門
学
校

デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
映
像
、

サ
ウ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー

原
田
学
園
こ
ど
も
・
医
療
秘
書
専
門
学
校

医
療
情
報
管
理
、
医
療
福
祉
秘
書
、

医
療
福
祉
事
務
、
こ
ど
も

原
田
学
園
ビ
ュ
ー
テ
ィ
専
門
学
校

ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
、
エ
ス
テ

鹿
児
島
医
療
技
術
専
門
学
校
谷
山
校

保
健
看
護
、
社
会
福
祉

鹿
児
島
医
療
技
術
専
門
学
校
平
川
校

診
療
放
射
線
技
術
、
作
業
療
法
、

理
学
療
法
、
言
語
聴
覚
療
法

鹿
児
島
動
物
専
門
学
校

愛
犬
美
容
、
動
物
看
護
、
愛
犬
訓
練
、

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー

宮
崎
医
療
管
理
専
門
学
校

医
療
事
務
、
医
療
秘
書
、
診
療
情
報
管
理
、

社
会
福
祉
、
介
護
福
祉
、
保
育

専
門
学
校
福
岡
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
ア
ー
ツ（
資
料
の
み
）
ペ
ッ
ト
、
フ
ー
ド
（
製
菓
、
製
パ
ン
、
カ
フ
ェ
）、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

専
門
学
校
沖
縄
中
央
学
園
（
資
料
の
み
）

福
祉
保
健
、
福
祉
情
報
、
幼
児
教
育
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
き
も
の
、
図
書
館
司
書
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小
野
津
小
学
校
（
生

島
一
紀
校
長
）
は
７
月

30
日
と
８
月
１
日
、
き

り
ん
幼
稚
園
（
福
岡
市
、

友
枝
三
栄
子
園
長
）
と

の
交
流
会
を
行
っ
た
。

今
年
で
四
回
目
と
な
る
。

　

き
り
ん
幼
稚
園
の
園

児
た
ち
58
人
（
卒
園
児

含
む
）
は
、
園
の
バ
ス

２
台
に
分
乗
し
陸
路
鹿

児
島
へ
、
そ
の
ま
ま
フ
ェ

リ
ー
あ
ま
み
に
乗
り
込
み
、
一
昼
夜

か
け
て
喜
界
島
入
り
し
た
。

　

初
日
は
、
小
野
津
シ
ー
マ
ス
タ
ー

ズ
の
面
々
に
よ
る
追
い
込
み
漁
を
小

野
津
小
の
児
童
た
ち
と
見
学
し
、
捕

れ
た
魚
を
触
る
な
ど
し
て
、
そ
の
後

は
、
小
学
校
下
の
海
水
浴
場
で
思
う

存
分
に
、喜
界
島
の「
青
い
海
」と「
白

い
砂
浜
」
を
満
喫
し
た
。

　

一
日
置
い
て
の
二
日

目
は
、
交
流
会
を
小
野

津
小
体
育
館
で
行
っ

た
。

　

最
初
に
、
お
互
い
の

自
己
紹
介
と
音
楽
発
表

を
し
た
。
小
野
津
小
学

校
は
三
味
線
を
演
奏
し

な
が
ら
の
「
喜
界
や
よ

い
島
」、
き
り
ん
幼
稚

園
は
「
翼
を
く
だ
さ
い
」

を
合
唱
し
た
。

　

次
ぎ
に
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

「
握
手
で
こ
ん
に
ち
は

（
最
初
は
２
人
で
踊
り
、

ど
ん
ど
ん
人
数
を
増
や

し
て
い
く
）」
や
「
馬
跳
び
」
な
ど

を
楽
し
ん
だ
。
は
じ
め
は
、
元
気
一

杯
の
き
り
ん
幼
稚
園
の
仲
間
た
ち
に

圧
倒
さ
れ
て
い
た
小
野
津
小
の
児
童

た
ち
も
徐
々
に
う
ち
解
け
、
終
了
の

時
間
が
来
る
頃
に
は
、
ま
だ
ま
だ
遊

び
足
り
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　

最
後
に
、
生
島
校
長
の
「
き
り
ん

幼
稚
園
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
普
段
は

気
づ
き
に
く
い
喜
界
島
の
素
晴
ら
し

さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た

会
い
ま
し
ょ
う
」
と
感
謝
の
言
葉
が

あ
り
、
交
流
会
は
終
了
し
た
。

　

交
流
会
を
終
え
て
、
２
年
生
の
池

田
紗
英
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
手
作

り
う
ち
わ
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ

た
。『
握
手
で
こ
ん
に
ち
は
』
が
面

白
く
て
、
き
り
ん
幼
稚
園
の
子
た
ち

と
仲
良
く
な
れ
た
の
で
、
来
年
も

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
び
た
い
で
す
」
と

う
れ
し
そ
う

に
話
し
た
。

　

き
り
ん
幼

稚
園
の
園
児

た
ち
も
、「
都

会
の
子
」
か

「
島
の
子
」
か

分
か
ら
な
い

く
ら
い
真
っ

黒
に
日
焼
け

し
た
顔
で
、

な
ご
り
惜
し

そ
う
に
同
日

夜
の
フ
ェ

リ
ー
き
か
い

で
帰
路
に
つ

い
た
。

イ
ヌ
マ
キ
の
害
虫
「
キ
オ
ビ
エ

ダ
シ
ャ
ク
」
大
量
発
生
か
？

　

大
量
発
生
し
、
民
家
の
生
け
垣
や

畑
の
防
風
林
に
利
用
さ
れ
る
イ
ヌ
マ

キ
（
ヒ
ト
ツ
バ
）
を
枯
死
さ
せ
る
「
キ

オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
」
の
幼
虫
が
、
８

月
に
確
認
さ
れ
た
。

　

特
に
、
十
一
年
前
に
幼
虫
が
異
常

発
生
し
た
と
き
は
、
志
戸
桶
の
推
定

樹
齢
五
百
年
に
な
る
、
町
指
定
天
然

記
念
物
の
イ
ヌ
マ
キ
が
食
害
に
あ
い

枯
死
し
た
。

　

役
場
産
業
振
興
課
に
よ
る
と
「
も

し
異
常
発
生
時
に
食
害
に
あ
う
と
、

生
け
垣
や
防
風
林
が
枯
死
し
て
し
ま

う
。
見
か
け
た
ら
早
め
の
防
除
が
望

ま
し
い
」
と
の
こ
と
。

防
除
方
法

・「
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
」
四
千
倍
希
釈

　

液
（
水
４
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
薬
剤

　

１
cc
の
割
合
で
薄
め
る
）

・「
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
」
千
五
百

　

倍
希
釈
液
（
水
３
リ
ッ
ト
ル
あ
た

　

り
薬
剤
２
cc
の
割
合
で
薄
め
る
）

その１

「見てん、サカナがバリ捕れとうバイ！」

「いっしょにおどろ！」

さいごはみんなで記念撮影

「
ま
た
来
年
も
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
ね
」

～
小
野
津
小
と
福
岡
の
き
り
ん
幼
稚
園
が
交
流
～

イヌマキに深刻な被害を与え
るキオビエダシャクの幼虫

オータムジャンボ宝くじ
一枚３００円   売り切れ次第終了

　今年も「オータムジャンボ宝くじ」が全国の宝くじ売り場で売り
場で発売され、喜界町では奄美信用組合で発売します。
　この宝くじの収益金は、市町村の明るい街づくりや環境対策、高
齢化対策など地域住民の福祉向上の為に使われます。（売上げ実績な
どに応じて、各市区町村に「市町村振興補助金」として分配されます）

まちづくりに役立っています

１等・前後賞
合わせて

宝くじは豊かさ築くチカラ持ち

・発売期間：平成 20 年　9 月 29 日（月）
　　　　　　　　  　～ 10 月 17 日（金）

・抽せん日：平成 20 年 10 月 22 日（水）

２億円！



�

少
林
寺
拳
法
鹿
児
島
大
会
で

喜
界
拳
士
13
人
が
健
闘

　平成 20 年
度 喜 界 町 畜
産 共 進 会 が
７ 月 29 日、
喜 界 町 家 畜
セ リ 市 場 で
あった。
　第１部（10 ヶ月齢～ 14 ヶ月例）13 頭、第
２部（15 ヶ月齢）24 頭に分かれて出品され、
体高や毛並みなどを、和牛登録協会大島支部、
役場、農協などの職員が厳正に審査した。
　 第 １ 部 の 第 １ 席

（１位）には美島正
人さん（佐手久）が
出 品 し た「 り り な
号」、第２部の第１
席には豊原芳宏さん

（大朝戸）が出品し
た「 し ま 20 号 」 が
輝いた。

　なお、今回の上位入賞牛は、伊仙町で開催さ
れる大島地区肉用牛振興大会（10 月 15 ～ 16
日）での喜界町代表となる。
　「りりな号」の美島さんは「まさか自分の牛
が選ばれるとは。手塩にかけて育てたかいが
あったが、これも佐手久をはじめとする諸先輩
方のお陰です。徳之島の大会では、いっそう努
力して上位入賞をねらいます」と話した。

（他の結果は下表参照）

第１部・第１席は「りりな号」
～喜界町畜産共進会開催～

試合会場で記念撮影

　

２
０
０
８
年
度
少
林
寺
拳
法
鹿

児
島
県
大
会
が
７
月
20
日
、
鹿
児

島
ア
リ
ー
ナ
に
て
開
催
さ
れ
、
昨

年
度
は
台
風
の
影
響
で
出
場
を
断

念
し
た
鹿
児
島
喜
界
島
支
部
の
13

人
を
は
じ
め
、
各
支
部
か
ら
約

３
０
０
人
の
少
林
寺
拳
士
が
参
加

し
、
日
頃
の
修
練
の
成
果
を
競
い

合
っ
た
。

　

出
場
種
目
は
、帯
の
階
級（
白
帯
、

黄
帯
、
緑
帯
、
茶
帯
、
黒
帯
）
ご

と
に
競
う
単
独
演
武
（
一
拳
士
で

演
武
を
行
う
）・
組
演
武
（
二
拳
士
）

と
、
六
拳
士
以
上
の
団
体
で
行
う

団
体
演
武
が
あ
り
、
少
年
、
中
学
、

高
校
、
一
般
の
部
な
ど
が
あ
る
。

　

当
日
は
、
会
場
の
広
さ
と
独
特

の
雰
囲
気
に
喜
界
拳
士
た
ち
は
緊

張
し
た
面
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
精

一
杯
の
演
武
を
行
っ
た
。

　

日
頃
の
修
行
の
成
果
を
発
揮
で

き
受
賞
し
た
拳
士
や
普
段
ど
お
り

の
力
を
出
し
き
れ
な
く
涙
し
た
拳

士
も
い
た
。

　

大
会
を
終
え
て
、
麓
祐
弥
く
ん

（
湾
小
５
年
）
は
「
緊
張
し
た
け
ど

賞
が
と
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
だ

け
ど
、
ま
だ
練
習
が
足
り
な
い
」

と
話
し
、
次
回
へ
の
意
欲
を
の
ぞ

か
せ
た
。

　

喜
界
支
部
の
受
賞
者
は
以
下
の

と
お
り
（
全
て
優
良
賞
）

少
年
茶
帯
組
演
武

平　

哲
郎（
小
５
）・
麓
祐
弥（
小
５
）

少
年
黄
帯
単
独
演
武

八
木
碧
佑
（
小
２
）

親
子
組
演
武

八
木
敏
文（
一
般
）・
八
木
佑
敏（
小
５
）

少
林
寺
拳
法
と
は
・
・
・

　

昭
和
22
年
、
開
祖
・
宗
道
臣
が

創
始
し
た
。
宗
氏
は
、
中
国
で
学

ん
だ
拳
技
を
も
と
に
自
ら
の
理
論

に
よ
る
独
自
の
拳
法
を
あ
み
出
し

「
少
林
寺
拳
法
」
と
命
名
。
こ
れ
を

人
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
、「
自
己

確
立
」
と
「
自
他
共
楽
」
の
教
え

を
説
い
た
。

　

少
林
寺
拳
法
は
、
剛
法
、
柔
法
、

整
法
（
整
骨
等
）
よ
り
成
り
立
っ

て
い
る
。
突
き
・
蹴
り
主
体
の
剛

法
も
、
抜
き
・
逆
・
固
め
な
ど
が

主
体
の
柔
法
も
、
そ
の
技
法
は
守

り
と
反
撃
か
ら
な
る
護
身
の
技
術

で
あ
る
。
よ
っ
て
体
格
の
大
き
さ

や
力
の
強
さ
に
頼
ら
ず
と
も
相
手

を
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
合

理
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

大
福
電
設
株
式
会
社（
鹿
児
島
市
：

高
牟
禮
哲
博
社
長
）
は
、
平
成
16
年

か
ら
年
２
回
程
度
、
独
居
老
人
世
帯

を
は
じ
め
町
内
の
各
施
設
の
電
気
設

備
の
無
償
点
検
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
も
７
月
か
ら
８
月
に
わ
た
っ
て
町

内
の
公
共
施
設
の
無
償
点
検
を
行
っ

た
。

　

今
回
で
通
算
９
回
目
と
な
り
、
各

小
中
学
校
や
消
防
署
な
ど
を
点
検
し

た
。

　

同
社
奄
美
営
業
所
は
「
昨
年
ま
で

に
高
齢
者
世
帯
二
〇
〇
戸
を
一
巡
し

た
。
な
か
に
は
蛍
光
灯
に
ホ
コ
リ
が

１
セ
ン
チ
も
た
ま
っ
て
い
た
所
も
あ

り
、
未
然
に
火
事
を
防
げ
た
と
自
負

し
て
い
る
」
と
語
り
「
日
頃
よ
り
喜

界
町
の
方
々
に
は
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
こ
と
の
恩
返
し
。
お
年
寄
り
は

電
気
を
怖
が
る
の
で
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
」
と
付
け
加
え
た
。

　

な
お
、
交
換
す
る
電
線
や
電
球
も

同
社
が
提
供
し
て
い
る
と
い
う
。　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
電
気
設
備

点
検

そ
の
２

第 1 部（10 ヶ月齢～ 14 ヵ月齢）
第　席 氏　　　名 名　　　号

1 美島　正人 りりな ※
2 米田　光弘 ななえ１ ※
3 松田　悦和 ふくひめ 10
4 坂元　実子 かりん
5 栄　　浩光 れいか

第２部（15 ヶ月齢以上）
第　席 氏　　　名 名　　　号

1 豊原　芳宏 しま２０ ※
2 豊原　芳宏 ともひめ２
3 白水生産牧場 ばら
4 豊島富士雄 あすか
5 植田　国夫 めぐよしの３

※印は郡大会出品牛
「りりな号」を愛情こめて

手入れする美島正人さん

荒木小での点検作業
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　大島地区内
のスポーツ少
年団の代表が
一 堂 に 会 し、
技能の向上と
相互の友好を
とおして、健
全な少年の育
成を図ること

を目的とする第 35 回大島地区スポーツ少年団競技
別交歓大会が７月 27 日、地区内各会場で開催され、
本町では軟式野球が町総合グラウンドで開催され
た。
　注目の地元・喜界チー
ム（ガッツ喜界）は A
パートに入り、初戦を
和泊チーム、２戦目を
奄美チームと対戦した。
　初戦の和泊チームと
は追いつ追われつの接
戦を演じ、最終回に一
点差まで追い上げられ
たものの、辛くも７対６で勝利し、続く奄美チーム
には、大山投手の安定した投球とチャンスを確実に
活かした攻撃により危なげなく４対０で勝利した。
　総合結果は、２戦全勝であったが、同じく全勝の
徳之島チームに総失点の差で惜しくも２位となっ
た。

　喜界高校生徒会（吉岡里菜会長）は８月１日、A コー
プ駐車場などで「１万人署名」を行った。
　この「１万人署名」は、被爆地長崎の高校生が、
核兵器廃絶と世界平和の実現を目的に、毎年秋から
翌年の８月までの約一年をかけて、１万人を目標に
署名活動を行うもの。
　喜界高校でも一昨年から取り組み、今回は長崎県
から田川未来さん（長崎工業高３年）と松永瑠衣子
さん（長崎日大高２年）が応援に駆け付けた。
　喜高生徒たちは 38 人が参加したものの、はじめて
の署名活動ということもあり、なかなか声をかけら
れずにいたが、長崎の高校生の積極さに影響を受け
徐々に声が出るようになり、３時間かけて 542 人分
の署名を集めた。
　高校生たちが平和のために必死に署名を集める姿
を見て、涙を流すお年寄りもいたという。
　吉岡生徒会長は「去年と比べ、今回はもっと平和
について身近に考えるようになった。私たち一人ひ
とりの力は小
さいけど無駄
にはならない
と 思 う。 早 く
核兵器のない
平和な世界に
なれば」と話
し、「協力して
くださった皆

さんに対して、本当にありがたく思います」と感謝
も忘れなかった。
　活動後は、高校の
花壇に特攻花を植え
るなどして、長崎か
らの仲間と交流を深
めた。
　なお、国外も含み
全 体 で 集 ま っ た 今
年 分 の 署 名 総 数 は、
81,888 人分に登った
という。

第 35 回大島地区
スポーツ少年団競技別交歓大会

第４回集落対抗野球大会開催
上嘉鉄 A が優勝！

　各集落と各世代の融和と連携を図る
目的で、第４回集落対抗野球大会が７
月６日、13 日、喜界町野球連盟（志武
徹会長）の主催で、町総合グラウンド・
荒木グラウンド（ムタ）において開催
された。
　出場したチームは九集落から十一
チーム（二〇代・三十代・四十代がそ
れぞれ常時３人ずつ出場する）で、トー
ナメント方式で優勝を争った。
　決勝戦は、早町・先浦・小野津を撃
破した上嘉鉄 A チームと、赤連・上嘉
鉄 B・志戸桶 A を退けた中里チームが
激突し、息詰まる接戦を上嘉鉄 A チー
ムが４対２で制した。

武田鉄也監督の指示が飛ぶ

２戦目に先発した大山克也くん

力投を続けた中里チームの野間貴也投手

「ビリョク」だけど「ムリョク」じゃない！～核兵器廃絶で１万人 署名～

お知らせ

後期高齢者医療保険料の徴収について
　被用者保険 ( 社会保険等 ) の被扶養者等であった
人については、10 月から保険料の年金天引きまた
は普通徴収 ( 納付書での納付 ) が開始されます。
　通知書、納付書等は７月に送付されています。
問い合わせ先
役場保健福祉課
電話　65 －１１１１（内線 39）

そ
の
３



荒
木
集
落
（
14
日
、
15
日
）

於 

ム
タ

サマーフェスタ in スギラ
（23 日）

中
里
集
落
（
16
日
）

於　

中
里
旧
公
民
館

�

軽妙な司会進行によるのど自慢大会
お次は誰が当たるかな？

声を合わせてハモリましょう

シマの盆踊りといえばやっぱり上嘉鉄

地元で旧交を温める DokiDoki。
今年の盆踊りは全て参加。

シマのイベントには欠かせない
顔となった「喜界島うるまエイサー」

多数の「アーティスト」がバトルしたステージ

説明しよう！上嘉鉄
の平和を守るロケッ
トパンチなのだ！

盛りあがった頃、突然
なぞの怪獣が会場を襲
い、続行不能の危機に
見舞われた。その時、
廣清太さん搭乗の「フ
シ ヤ ミ ン ガ ー Zutto」
が現れ、激闘のすえ上
嘉鉄の危機を救った。
九死に一生を得た集落
民は時間を忘れて踊り
続けたという…。

各
集
落
で
盛
大
に
盆
踊
り
大
会
開
催

＋
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
ス
ギ
ラ
２
０
０
８

小
野
津
集
落
（
14
日
）

於 
小
野
津
漁
港

　

小
野
津
集
落
で
は
「
町
の
祭
に
は

負
け
て
お
れ
ん
」
と
ば
か
り
に
、
今

年
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
舟

こ
ぎ
競
争
を
に
ぎ
や
か
に
開
催
し

た
。
ま
た
、
夜
に
は
盆
踊
り
大
会
を

開
催
し
、
の
ど
自
慢
大
会
や
、
シ
ー

マ
ス
タ
ー
ズ
が
、
そ
の
日
の
朝
に
追

い
込
み
漁
で
捕
っ
た
オ
オ
バ
チ
ー
や

フ
ッ
ク
ー
、
エ
イ
ミ
ー
な
ど
が
景
品

と
な
っ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
暑

さ
を
忘
れ
て
楽
し
ん
だ
。

なんと夜に飛んできた
オオゴマダラ !?年々輪が大きくなる「まりろう会」の盆踊り

朝
日
、暁
（
以
上
、前
金
久
）、八
幡
、

光
、
錦
（
以
上
、
神
宮
）
の
各
分

団
ご
と
の
対
抗
戦
で
盛
り
あ
が
っ

た
舟
こ
ぎ
競
争

志
戸
桶
集
落
（
13
日
、
15
日
）

於 

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

（14 日、15 日）於 金久公園
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中
里
集
落
で
理
美
容
業
を
営
む
倉

本
達
也
さ
ん
宅
で
、
メ
ジ
ロ
が
同
じ

巣
で
立
て
続
け
に
２
回
子
育
て
を
し

た
。
鳥
類
に
詳
し
い
役
場
産
業
振
興

課
の
伊
地
知
告
さ
ん
は
「
同
じ
巣
で

再
び
産
卵
す
る
こ
と
は
珍
し
い
」
と

話
す
。

　

５
月
20
日
頃
に
、
最
初
の
ヒ
ナ
が

巣
立
ち
し
て
、
直
後
に
新
し
い
卵
が

見
ら
れ
た
と
い
う
。倉
本
さ
ん
は「
別

の
メ
ジ
ロ
が
巣
作
り
を
面
倒
臭
が
っ

て
、
空
き
家
を
再
利
用
し
た
可
能
性

も
あ
る
の
で
は
」
と
話
す
。

　

そ
の
後
、
順
調
に
成
長
し
て
い
た

ヒ
ナ
た
ち
だ
っ
た
が
、
巣
立
ち
直
前

に
事
件
が
起
き
た
。
な
ん
と
カ
ラ
ス

に
襲
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
倉
本

さ
ん
は
「
襲
わ
れ
る
２
、３
日
前
か

ら
カ
ラ
ス
が
様
子
を
う
か
が
っ
て
い

た
。
あ
の
時
に
手
を
打
っ
て
お
け
ば

良
か
っ
た
」
と
残
念
が
っ
た
が
「
カ

ラ
ス
は
生
き
る
た
め
に
当
然
の
こ
と

を
し
た
ま
で
。
弱
肉
強
食
の
世
界
だ

か
ら
仕
方
な
い
」
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
る
よ
う
に
話
し
た
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
厳
し
い
生
存
競

争
～
あ
る
メ
ジ
ロ
の
ヒ
ナ
の
場
合メジロが巣作りに選んだ

観葉植物

　

平
成
10
年
の
保
護
条
例
制
定
以

来
、
各
方
面
の
取
組
み
に
よ
り
シ

マ
の
至
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
オ
オ
ゴ

マ
ダ
ラ
。
も
っ
と
身
近
な
存
在
に

し
よ
う
と
、
個
人
や
団
体
で
色
々

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

め
ざ
せ
！
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ

乱
舞
の
喜
界
島

農産物加工センター横の平張り施設内
では大量に羽化した

加島直さん（荒木）宅では露地でホウライカガミ
を増殖中

5 月 14 日
無事に巣立った兄姉たち

6 月 12 日
新たに生まれた弟妹たち

6 月 16 日
少し毛が生えた３羽メジロ

6 月 18 日
襲われる直前、羽も緑に

　

と
あ
る
役
場
の
昼
下
が

り
、
産
業
振
興
課
の
職
員

が
、
何
か
が
ガ
ラ
ス
窓
に

ぶ
つ
か
る
音
を
聞
い
て
振

り
向
く
と
、
何
と
「
喜
界

島
の
貴
重
な
財
産
」
で
あ

る
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
が

痛
そ
う
な
面
持
ち
で
地
面

に
落
ち
て
い
た
。

　
「
声
は
す
れ
ど
も
姿
は

見
え
ず
」と
形
容
さ
れ
、枝
に
と
ま
っ

て
い
る
姿
も
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
ウ

グ
イ
ス
類
で
あ
る
が
「
ま
さ
か
こ
ん

な
所
で
出
会
う
と
は
」と
職
員
の
声
。

　

幸
い
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
に
は
怪

我
は
な
く
、「
ニ
ャ
マ
ジ
ャ
ガ
」
と

職
員
た
ち
か
ら
記
念
撮
影
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
を
浴
び
て
、
少
し
緊
張
気
味
で

あ
っ
た
。

　

巣
立
っ
て
間
も
な
い
と
思
わ
れ
る

ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
だ
っ
た
が
、
職

員
が
外
で
放
す
と
「
い
っ
ぱ
い
怖
い

目
に
あ
っ
た
、
や
っ
ぱ
り
人
間
に

近
づ
く

と
ロ
ク

な
こ
と

な
い
ナ
」

と
ば
か

り

に
、

あ
っ
と

い
う
ま

に
空
へ

消
え
て

い
っ
た

と
い
う
。

思
い
が
け
な
い
来
訪
者

緊張ぎみのダイトウウグイス

その４

海
中
転
落
者
を
助
け
て
く
だ
さ
い

　

奄
美
海
上
保
安
部
と
海
上
保
安
協

会
奄
美
支
部
は
、
釣
り
を
楽
し
む
人

な
ど
が
目
立
つ
、
湾
港
北
防
波
堤
灯

台
２
か
所
と
早
町
港
東
防
波
堤
灯
台

の
入
り
口
扉
に
、
海
中
転
落
者
救
助

用
の
救
命
浮
環
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

も
し
、
海
で
溺
れ
て
い
る
人
を
見

か
け
た
場
合
は
、
こ
の
浮
き
輪
を
投

げ
て
救
助
し
て
く
だ
さ
い
。

湾港北防波堤灯台２早町港東防波堤灯台 湾港北防波堤灯台

海
上
保
安
部
か
ら
の

お
知
ら
せ
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
を
つ
く
ろ
う

　

要
援
護
者
（
独
居
す
る
老
人
や
障

害
者
な
ど
）
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
・
地
域
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
喜
界

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
西
俣
理
介
会

長
）
が
８
月
６
日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
在
宅
福
祉
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
並
び
に
保
健
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
員
研
修
会
を
開
催
し

た
。

　

研
修
会
で
は
「
保
健
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
鹿

児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

部
長
の
福
田
正
道
氏
に
よ
る
講
演
が

あ
っ
た
。

　

福
田
氏
は
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
重
要
な
業
務
を
「
要
援
護
者

家
庭
を
訪
問
し
て
の
声
か
け
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
利
用
状
況
確

認
及
び
要
望
を
民
生
委
員
や
役
場
な

ど
の
関
係
機
関
へ
報
告
す
る
こ
と
」

な
ど
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
を
確
実
に
行

う
た
め
に
「
近
隣
の
民
生
委
員
や
役

場
・
社
協
な
ど
福
祉
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
、
災
害
時
の
連
絡
網
の
充

実
」
と
話
し
、「
一
番
大
事
な
の
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
厳
守
」
と
付
け
加

え
た
。

　

ま
た
「
地
域
全
体
で
求
め
ら
れ
る

互
助
・
共
助
の
活
動
と
し
て
の
精
神

的
な
助
け
合
い
（
話
し
相
手
、
墓
参

り
の
付
き
添
い
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど
）

と
、
行
政
や
民
間
事
業
所
な
ど
に
よ

る
食
事
サ
ー
ビ
ス
や
移
送
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
、
車
の
両
輪
と
し
て
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
な
が
ら
機
能
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
」
と
指
摘
し
た
。　
　

   

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
15
年

　

人
権
擁
護
委
員
を
平
成
４
年
か
ら

５
期
15
年
の
長
き
に
渡
っ
て
務
め
た

松
下
良
平
さ
ん
（
塩
道
）
へ
、
法
務

大
臣
並
び
に
鹿
児
島
法
務
局
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
加
藤

啓
雄
町
長
が
伝
達
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
松
下
さ
ん

は
「
諸
先
輩
方
や
周
囲
の
支
え
の
た

ま
も
の
。
私
個
人
が
感
謝
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ひ
と
え
に
皆
さ
ん

の
お
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
感

謝
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、「
国
民
の
基

本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
、
こ
れ
が

侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
救
済

の
た
め
、
す
み
や
か
に
適
切
な
処
置

を
採
る
と
と
も
に
、
常
に
自
由
人
権

思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
を

そ
の
使
命
と
す
る
（
人
権
擁
護
委
員

法
２
条
）」
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
完
全
無
給
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
も
あ
る
。

（
役
場
住
民
課
よ
り
）

　

現
在
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
瀧
正

毅
さ
ん
（
手
久
津
久
）、
藤
原
輝
夫

さ
ん
（
塩
道
）、
照
沢
守
一
さ
ん
（
荒

木
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
子

供
・
女
性
・
職
場
な
ど
の
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
侵
害
に
関
し
て
の
悩
み
や
相

談
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り

の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

福田正道氏による講演

そ
の
５

ひろまれ奉仕の輪　たかまれ環境意識
大隅喜界会と小中学校の校長 ・ 教頭先生たちが清掃活動

　

各
小
中
学
校
の
校
長
・

教
頭
先
生
た
ち
も
毎
年
恒

例
「
さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
を
行
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
内
の

沿
道
を
中
心
に
ゴ
ミ
や
空

き
缶
を
拾
い
、
一
時
間
ほ

ど
で
袋
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
。

　

特
に
阿
伝
小
学
校
下
の

海
岸
線
で
は
、外
国
語
（
主

に
韓
国
語
や
中
国
語
）
で

書
か
れ
た
ラ
ベ
ル
の
ビ
ン

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
大
量

に
漂
着
し
て
お
り
、
一
時

間
で
十
袋
分
も
集
ま
っ
た

と
い
う
。

　

各
校
区
で
集
め
ら
れ
た

ゴ
ミ
は
全
部
で
五
十
一
袋

に
も
お
よ
び
、
役
場
駐
車

場
に
い
っ
た
ん
集
め
ら
れ

た
の
ち
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
運
ば
れ
た
。

　

作
業
を
終
え
た
坂
嶺
小

の
小
野
純
二
校
長
は
「
多

く
の
町
民
の
方
が
こ
の
よ

う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
部
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
町
民
に
広
が
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

た
。 　喜界大隅会（深水節雄会長）のメン

バーは、毎年恒例となっている清掃活動
を空港臨海公園（スギラビーチ周辺）で
おこなった。７袋分の空き缶などを拾い

「せっかくのきれいな公園にビールの空
き缶は似合わない」とのこと。
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白
ゴ
マ
収
穫
収
穫
ま
っ
盛
り

台
風
も
な
く
好
収
量
の
見
込
み

　

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
喜
界
島

の
白
ゴ
マ
が
、
８
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
収
穫
期
を
迎
え
た
。

　

今
年
の
作
況
は
、
台
風
が
な
か
っ

た
こ
と
で
、
折
損
も
な
く
サ
ヤ
の
付

き
も
良
好
で
、
例
年
以
上
の
単
収
が

見
込
ま
れ
る
。

　

昨
年
は
、
キ
ロ
当
た
り
一
五
〇
〇

円
（
通
常
は
一
八
〇
〇
円
）
で
取
引

さ
れ
る
例
も
一
部
で
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
契
約
栽
培
で
あ
る
た
め
に
契
約

以
上
の
収
量
分
に
適
用
さ
れ
た
た

め
。
今
年
は
品
質
さ
え
よ
け
れ
ば
、

（
砂
、
石
、
ゴ
ミ
が
な
い
こ
と
）
す

べ
て
契
約
価
格
で
買
い
取
ら
れ
る
と

の
こ
と
。

　

ま
た
、
昨
年
に
比
べ
て
今
年
の
栽

培
面
積
は
減
少
し
た
。
理
由
は
、
キ

ビ
の
豊
作
に
よ
り
４
月
下
旬
ま
で
製

糖
期
が
伸
び
た
た
め
で
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
が
ゴ
マ
作
を
兼
ね
る
キ
ビ
作
農

家
に
と
っ
て
、
ゴ
マ
作
の
準
備
が
十

分
で
な
か
っ
た
た
め
だ
と
い
う
。

　

大
会
に
は
海
外
（
特

に
東
欧
）
を
含
む
日
本

全
国
か
ら
９
７
６
人
が

出
場
し
、
未
就
学
児
か

ら
シ
ニ
ア
ま
で
の
40
部

門
で
技
を
競
っ
た
（
大

学
生
を
含
む
34
歳
以
下

の
社
会
人
部
門
は
な

し
）。

　

喜
界
道
場
か
ら
出
場

し
た
酒
井
直
人
く
ん

（
中
里
、
中
一
軽
量
級
）

と
中
山
勝
史
く
ん（
湾
、

高
一
軽
量
級
）
は
、
と

も
に
初
戦
敗
退
し
た
も

の
の
、
初
の
大
舞
台
を

経
験
し
た
こ
と
に
よ
り

何
か
を
つ
か
ん
だ
よ
う

だ
っ
た
。大
会
前
に「
２

回
は
勝
ち
た
い
」
と
意

気
込
ん
だ
東
光
代
さ
ん

（
赤
連
、
小
２
女
子
）
は
、
惜
し
く

も
３
回
戦
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
が

初
戦
突
破
を
果
た
し
た
。
九
州
大
会

で
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
藤
原
優
花

さ
ん
（
西
目
、
小
６
女
子
）
は
、
惜

し
く
も
３
回
戦
で
敗
れ
、
ベ
ス
ト
４

進
出
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

道
場
主
と
し
て
喜
界
道
場
の
看
板

を
背
負
い
、
子
ど
も
た
ち
へ
無
言
の

指
導
を
果
た
す
べ
く
、
満
を
持
し
て

「
シ
ニ
ア
45
歳
以
上
50
歳
未
満
重
量

級
」
に
出
場
し
た
藤
山
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
２
年
連
続
、
決
勝
戦
で
涙
を

の
ん
で
い
た
。

　
「
今
年
こ
そ
は
」
と
厳
し
い
稽
古

を
自
ら
に
課
し
、
追
い
込
み
す
ぎ
て

怪
我
に
も
見
舞
わ
れ
た
が
、
怪
我
に

よ
る
危
機
感
で
、
さ
ら
に
稽
古
に
励

ん
だ
と
い
う
。

　

試
合
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

が
認
め
ら
れ
１
回
戦
は
シ
ー
ド
、
２

回
戦
は
東
京
城
南
川
崎
支
部
の
選
手

と
対
戦
し
、
試
合
中
に
鎖
骨
と
左
足

を
負
傷
し
な
が
ら
も
３

－

０
で
優
勢

勝
ち
。
３
回
戦
は
優
勝
経
験
を
持
つ

同
じ
く
東
京
城
南
川
崎
支
部
の
選
手

に
５

－

０
の
優
勢
勝
ち
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
厚
い
壁
で
あ
っ
た
決
勝

戦
で
は
、
身
長
１
７
０
㎝
・
体
重
75

㎏
の
藤
山
さ
ん
に
対
し
、
大
阪
北

支
部
の
身
長
１
８
０
㎝
・
体

重
84
㎏
の
体
格
を
誇
る
選
手

と
の
一
戦
と
な
っ
た
。
一
進

一
退
の
攻
防
と
な
っ
た
本
戦

で
は
決
着
が
付
か
ず
、
延
長

戦
に
も
つ
れ
込
ん
だ
も
の

の
、
見
事
５

－

０
の
優
勢
勝

ち
で
、
念
願
の
優
勝
を
も
ぎ

取
っ
た
。
延
長
戦
の
序
盤
で

は
、
相
手
の
強
烈
な
ヒ
ザ
蹴

り
を
ア
ゴ
に
当
て
ら
れ
、
そ

の
後
の
記
憶
は
全
く
な
い
と

い
う
。
ま
さ
し
く
執
念
の
勝

利
で
あ
っ
た
。

　

試
合
会
場
と
な
っ
た
東
京

体
育
館
に
は
数
千
人
の
空
手

フ
ァ
ン
が
押
し
か
け
た
が
、
出
場
選

手
た
ち
の
家
族
や
友
人
た
ち
も
駆
け

付
け
て
大
き
な
声
援
を
送
り
、
選
手

た
ち
の
大
き
な
「
力
」
に
な
っ
た
と

い
う
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

大
会
を
終
え
て
藤
山
さ
ん
は
「
試

合
会
場
で
在
京
出
身
者
や
、
喜
界
島

に
帰
っ
て
か
ら
も
周
囲
の
方
々
か
ら

『
今
回
の
優
勝
で
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

ま
た
来
年
も
頑
張
っ
て
』
な
ど
と
声

を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。
も
し
、
私

で
お
役
に
立
て
る
な
ら
、
も
う
少
し

現
役
を
続
け
よ
う
か
と
決
意
を
新
た

に
し
た
」
と
話
し
、「
喜
界
島
と
い

う
外
海
離
島
に
い
て
も
、
努
力
す
れ

ば
全
国
の
舞
台
で
も
充
分
通
用
で
き

る
。
子
ど
も
た
ち
も
空
手
の
み
な
ら

ず
、
様
々
な
分
野
で
積
極
的
に
挑
戦

し
て
欲
し
い
」
と
指
導
者
と
し
て
の

一
面
も
の
ぞ
か
せ
た
。

優勝トロフィーを手に（左 2 番目）
（右 2 番目は緑健児代表）

脱穀は孫もバアちゃんも総動員

試合開始を待つ酒井くん（手前最後尾）

小さな喜界島から大きな勝利 !!
　

新
極
真
会
喜
界
道
場
（
藤
山
茂
樹
代
表
）
の
道
場
生
５
人

は
８
月
10
日
、
東
京
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
骨
髄
バ
ン
ク

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
・
カ
ラ
テ
ド
リ
ー

ム
カ
ッ
プ
２
０
０
８
（
N
P
O
法
人
全
世
界
空
手
道
連
盟

新
極
真
会
主
催
）
に
参
加
し
、藤
山
茂
樹
さ
ん
（
手
久
津
久
）

が
優
勝
を
収
め
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
各
部
門
で
健
闘
し
た
。

新
極
真
会
空
手
「
ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
２
０
０
８
」

藤
山
茂
樹
さ
ん

シ
ニ
ア
45
歳
以
上
50
歳
未
満
で 

優
勝

   

～
全
国
初
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
子
ど
も
た
ち
も
奮
闘
～
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平成２０年９月１０日～９月１６日は自殺予防月間

日本の自殺の現実は
　　○毎年３万人を超えており、毎日９０人もの人が自殺で亡くなっています。
　　　（交通事故死亡者数の５倍）
　　○自殺未遂者は自殺者の１０倍、つまり年間３０万人と言われています。

　自殺は、「病苦」、「多重債務などの経済苦」や「過労」などをきっかけとして、抑うつ感が強まり、「追い
つめられた末の死」です。

　自殺は、「個人の問題」ではなく、社会
的な要因が深く関わっていると言われてお
り、社会的な対策を講じることで「避けら
れる死」です。　自殺に追い込まれていく
人を１人でも減らし、自殺で大切な人を亡
くした人が悲しみの底から回復しれいくの
を見守り、そうした取り組みを通じて、「生
き心地の良い社会」を築きあげていくこと
が必要です。

　平成１９年における自殺死亡率は、鹿児
島県全体では、全国で８番目、九州で２番
目に高い状況です。

年次
鹿児島県

男性 女性 合計
平成 12 年 ３３８ １４１ ４７９
平成 13 年 ３６９ １０７ ４７６
平成 14 年 ３２７ １２６ ４５３
平成 15 年 ３７８ １０４ ４８２
平成 16 年 ３７５ １２０ ４９５
平成 17 年 ３３７ １２１ ４５８
平成 18 年 ３７２ １３５ ５０７
平成 19 年 ５０４

■ 鹿児島県の自殺者の推移

■ 自分でできるうつ病チェック
　最近２週間ほとんど毎日続いているものに○をつけてください。

　   ■ 毎日の生活に充実感がない
　   ■ これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
　   ■ 以前は楽にできていたことが楽にできなくなった
　   ■ 自分が役にたつ人間だと思えない
　   ■ わけもなく疲れたような感じがする

　２つ以上の項目に○があり、つらい
気持ちになったり毎日に生活に支障が
でている場合は、うつ病が疑われます
ので身近な人や相談できる機関に早め
に相談してみましょう。

　うつ病は、ごく一般的な病気で決して特別なものではありません。
うつ病は、心身の疲労やストレスが続くとかかりやすくなる病気です。気持ちのもちようでおこるも
のではありません。他の病気と同じように、早期に発見し早くに治療を始めることが大切です。

身
近
な
相
談
先

・大島支庁保健環境部地域保健福祉課の保健師（☎ 57-7243）、健康企画課の保健師（☎ 52-5411）
・県精神保健福祉センター（☎ 099-255-0617）
・こころの電話　（☎ 099-255-0797、☎ 099-255-7974）
・鹿児島いのちの電話　（☎ 099-250-7000）
・その他、各精神科病院やクリニックの医師、看護師、ケースワーカー等
・町保健センターすこやか　（☎ 65-3522）
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「
結
核
の
な
い
世
界
へ
」

結
核
予
防
週
間
（
９
／
24
～
９
／
30
）

　

昔
は
死
の
病
と
恐
れ
ら
れ
た
結
核

も
薬
の
開
発
で
死
亡
率
が
激
減
し
ま

し
た
が
、
近
年
、
若
い
人
に
感
染
が

広
が
っ
た
り
薬
に
抵
抗
の
あ
る
菌
の

出
現
に
よ
り
新
た
な
問
題
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　

定
期
検
診
、
早
め
の
受
診
が
マ

ナ
ー
。
65
歳
以
上
の
方
な
ど
は
法
令

に
基
づ
く
検
診
が
あ
り
ま
す
。
戦
中

戦
後
の
大
流
行
時
に
気
づ
か
な
い
う

ち
に
感
染
し
た
人
も
多
く
、
免
疫
力

が
低
下
す
る
と
発
病
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
若
い
人
は
多
く
が
結
核
菌

に
触
れ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く
免

疫
が
弱
い
の
で
、
菌
を
吸
い
込
む
と

感
染
し
た
り
発
病
し
た
り
し
や
く

な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
症
状

が
続
く
と
き
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

咳
が
２
週
間
以
上
続
く

■ 

痰
が
で
る
（
痰
に
血
が
混
ざ
る
）

■ 

体
が
だ
る
い

■ 

微
熱
が
続
く

乳
児
期
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
！

　

感
染
し
て
も
発
病
を
防
い
だ
り
、

症
状
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

健
康
増
進
普
及
月
間

（
９
／
１
～
９
／
31
）

　

厚
生
連
健
診
が
終
わ
り
ま
し
た
。

話
題
の
特
定
健
診
で
の
「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
の
判
定
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

 　　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
・
解
消
が
必
要
の
対
象
に
な
ら

れ
た
方
は
、
9
月
か
ら
具
体
的
な
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
だ
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
秋
の
集
落
で
の
健
診
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
医
療
保
険
に

よ
っ
て
は
健
診
機
関
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■特定健診のメタボリック判断の結果
　（40 ～ 64 歳国保の方）

受診者数 予備軍 メタボ

男（人） 110
7

6.40%
15

13.60%

女（人） 174
19

10.90%
16

9.20%

計（人） 284 26 31

３歳児健診でむし歯ゼロだったよ！

岩井　桃花ちゃん 久保　奈々ちゃん 新田　来夢くん 川口　樹聖くん

島袋　七海翔くん 梅原　笙くん 渕脇　琉星くん 濵井　祐志くん

１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ

～
良
い
生
活
習
慣
は
、
気
持
ち
が

い
い
！
～

高血糖
▼ 高血圧

▼

高脂血
▼生活習慣病の原因を改善して、

氷山全体を小さくする
内臓肥満

メタボリックシンドローム
（代謝機能の不調）



ALT    Ilsa  Rose  Trummer

12

平
成
20
年
度
喜
界
町
リ
ー
ダ
ー
育

成
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、『
21
世
紀

の
豊
か
な
喜
界
島
を
支
え
る
人
材
育

成
』
と
『
ふ
る
さ
と
と
自
分
に
誇
り

を
持
つ
教
育
』
を
推
進
す
る
た
め
、

町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
と
連

携
し
て
、
２
泊
３
日
（
８
月
６
日
～

８
日
）
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
を
数
え
、
各
小
・

中
・
高
等
学
校
か
ら
生
徒
会
や
部
活

動
、
子
ど
も
会
で
活
躍
し
て
い
る
28

名
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
基
礎
教
育
・
専
門
技

術
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質

向
上
を
図
る
た
め
の
講
義
や
喜
界
島

の
自
然
や
文
化
を
活
用
し
た
様
々
な

体
験
活
動
に
意
欲
を
見
せ
て
お
り
ま

し
た
。

　

期
間
中
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
最
中
に
雨
に
見

舞
わ
れ
、
途
中
リ
タ
イ
ヤ
と
い
う
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
最
終
日
ま
で
喜
界
島
を
満

喫
し
、
思
い
出
に
残
る
夏
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

〈
参
加
者
の
感
想
文
か
ら
〉

　

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
他
人
を
思
い

や
る
気
持
ち
と
み
ん
な
を
ま
と
め
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
こ

の
キ
ャ
ン
プ
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ

で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
の
私
生
活
や
学
校
生
活
に
生
か

し
て
行
け
た
ら
い
い
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
も
機
会
が
あ
れ
ば
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
い
で

す
。

　
　
　

喜
界
高
等
学
校
２
年

　
　
　

  　
　

岡 

本　

朋 

宏

第
32
回
青
少
年
ふ
る
さ
と
大
会

　

中
・
高
・
青
年
の
異
年
齢
交
流
を

目
的
と
し
た
標
記
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

８
月
10
日
（
日
）
に
町
体
育
館
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

帰
省
者
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
毎

年
、
お
盆
の
前
後
に
開
催
し
、
今
年

は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
男
子
）
に

６
チ
ー
ム
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
（
女

子
）
に
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
手
に

汗
握
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

試
合
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が

予
選
か
ら
苦
戦
を
強
い
ら
れ
な
が
ら

も
勝
ち
進
ん
で
き
た
湾
チ
ー
ム
が
最

終
回
に
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
３
年

ぶ
り
の
優
勝
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
は
、
嘉
手
浦

チ
ー
ム
が
フ
ル
セ
ッ
ト
に
持
ち
込

み
、
ジ
ュ
ー
ス
の
末
接
戦
を
制
し
、

久
し
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

優
勝
し
た
両
チ
ー
ム
と
も
劣
勢
に

立
た
さ
れ
て
も
、
楽
し
み
な
が
ら
プ

レ
ー
し
た
こ
と
と
勝
負
所
で
の
た
た

み
か
け
る
よ
う
な
集
中
力
を
出
せ
た

と
こ
ろ
が
優
勝
を
果
た
し
た
要
因
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

【
試
合
結
果
】

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

・
優　

勝　

湾
チ
ー
ム

　

・
第
２
位　

赤
連
・
池
治
チ
ー
ム

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

・
優　

勝　

嘉
手
浦
チ
ー
ム

　

・
第
２
位　

湾
A
チ
ー
ム

　

七
月
三
十
一
日
（
木
）
に
喜
界
町

教
職
員
教
育
講
演
会
（
町
教
育
委
員

会
主
催
）
が
町
役
場
多
目
的
室
で
あ

り
、
町
内
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

喜
界
高
等
学
校
な
ど
か
ら
一
二
八
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
鹿
児
島
県
教
育
庁
人

権
同
和
教
育
課
の
原
口
英
典
課
長
を

講
師
に
迎
え
、「
い
の
ち
の
根
っ
こ

を
よ
り
深
く
」
と
い
う
演
題
で
の
講

演
で
し
た
。

　

講
演
で
は
、
学
校
現
場
で
の
具
体

的
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、「
日

頃
の
子
ど
も
た
ち
の
行
動
に
対
し

て
、
小
さ
な
こ
と
も
と
ら
え
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
毎
日
全
員
を
見
る

こ
と
は
無
理
だ
が
、
長
い
ス
パ
ン
の

中
で
一
人
ず
つ
で
も
見
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
い
の
ち
の
根
っ
こ
」
と
は
、

　

１　

復
元
力

　

２　

�「
差
別
は
な
ぜ
い
け
な
い
の

か
」
な
ど
、
自
分
自
身
に
問

い
続
け
る
力

　

３　

�

命
の
つ
な
が
り
な
ど
、
思
い

を
め
ぐ
ら
す
力

で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
い
の
ち

の
根
っ
こ
づ
く
り
に
は
、
智
の
耕
し

（
知
的
理
解
）
と
情
の
耕
し
（
感
性
・

人
権
感
覚
）
が
大
切
で
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

講
演
会
に
参
加
し
た
第
二
中
学
校

の
前
村
健
太
教
諭
は
、「
原
口
課
長

自
身
の
体
験
を
基
に
し
た
講
話
に
心

温
め
ら
れ
た
。
人
権
同
和
教
育
の
研

修
は
こ
れ
ま
で
数
回
受
け
て
き
た

が
、
自
分
自
身
で
気
づ
い
て
い
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
。
今
後
も
自
分
自
身

の
人
権
感
覚
を
磨
き
、
子
ど
も
た
ち

に
も
そ
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

男
子
は
湾
チ
ー
ム
、
女
子
は
嘉

手
浦
チ
ー
ム
が
接
戦
を
制
す
!!

ウォークラリーでは１０箇所に設けた
設問を解きながら 5.2㌔を歩きました。

喜
界
町
教
職
員

教
育
講
演
会
行
わ
れ
る

シーカヤックはみんな初めての経験で
したが，すぐに上達しました。

フルセットの末、接戦を制した嘉手浦チー
ム。（対湾 A チーム戦）

原口課長の講演

夏
休
み
に
喜
界
島
を

再
発
見
!!
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　前任者のイシイ・ジェナ・サツキさんに代わって、新しくイルサ・R・
トラマーさん（23）(Ilusa  Rose  Trummer) が ALT ※として赴任し
ました。ここで、イルサさんの紹介をします。
※ ALT：�Assistant of Language Teacher の略で、外国語指導助手のこと

「 は じ め ま し て、 イ ル サ・ ロ ー ズ・ ト ラ マ ー で す 」

Q １．どちらから来ましたか？そこはどのようなところですか？
「アメリカ・オレゴン州のジャクソン・シティーから来ました。人口

４，５００人の小さな農業の町です。少し保守的な町ですが、私が通っ
たオレゴン大学があるユージーンというとても先進的な都市が近くに
あります。私の家は畑に囲まれ、盆地にあるので東西のきれいな山々
を見ることができます。また、夏以外は寒くて雨も多いです」

Q ２．喜界島の第一印象は？
「非常に過ごしやすいという印象を持ちました。人々もとても素敵で、

すでに多くの人から助けてもらいました。とても美しい島ですが、ク
モがこわいです。しかし、とても安全で居心地のよい場所だと思いま
す」

Q ３．好きな和食は？また、シマの郷土料理は食べましたか？
「寿司とタコが好きで、ほとんどの和食が好きです。職場の方々に食

事に誘っていただいたときに、喜界島の料理を食べました。とてもお
いしく、黒砂糖も気に入りました」

Q ４．あなたの知っている日本人は？
「ラルク・アン・シエルなどの J-ROCK、長瀬智也や Yamapi（山下智

久）も大好きです。オレゴンにいる友達も日本の音楽や映画が好きで
す。すごい COOL ですよね !!」

Q ５．ALT を志望したきっかけは？
「私は語学に大変興味があります。いつか大学院に進学し、アメリカ

で英語を母国語としない人々に英語を教えることが私の夢です。また、
日本語や日本文化にも興味があり、今はとてもワクワクしています」

Q ６．喜界島の子どもたちと、どのように接していきたいですか？
「まず、友達になりたいです。そして、交流のなかで互いの文化につ

いて理解を深めたいです。また、言葉に対する情熱を共有し、広め、
私が日本語に興味を持っているように、生徒たちにも英語に興味を
持ってもらいたいです」

Q ７．趣味は何ですか？
「読書、音楽鑑賞、映画、乗馬などです」

　喜界島が初めての外国で、アメリカにいるころから TV ドラマ「池
袋ウエストゲートパーク」や映画「GO」、マンガ「NANA」、アニメ「カ
ウボーイビバップ」などに親しみ、音楽では「An cafe」が今のマイ
ブームとのこと。彼女の父親も影響を受け「BLANKEY JET CITY」（ロッ
クバンド）が好きという。
　みなさんも、どこかでイルサを見かけたら、気軽に「H i ! 」と声
をかけてみては。

（翻訳：喜高英語教諭　宮島恵子さん　豊島恵理さん）



暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

14

　県内の各社会保険事務所では、次の日程で年金相談窓口の休日開庁を実施します。
ぜひこの機会にご自身の年金についてご相談ください。

月 実施日 年金相談受付日

９月

１３日（土） 年金相談の受付時間は
土曜日は　９：３０から１６：００まで

（その他の平日は８：３０から
　　　　　　　１７：１５までの受付です。）

１４日（日）

２０日（土）

２１日（日）

２７日（土）

２８日（日）

　９月の休日開庁日は平成２０年７月３１日現在の予定です。上記以外の日に時間延長・休
日開庁相談が実施されることがあります。詳しくは最寄りの社会保険事務所にお問い合わせ
ください。

問い合わせ先　奄美大島社会保険事務所　☎０９９７－５２－４３４１

　

10
月
１
日
は
５
年
に
一
度
の
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
全
国
の
約
三
五
〇
万
の
世

帯
が
対
象
と
な
る
、
住
宅
・
土
地
に

関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
お
宅
に
お
う
か
が
い
し
ま

す
の
で
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
内
容
を
統

計
の
作
成
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

喜
界
町
役
場
企
画
課

電
話　

65-

１
１
１
１
（
内
線
24
）

　

鹿
児
島
県
大
島
支
庁
で
は
、
自
動

車
税
等
の
県
税
を
ま
だ
納
付
し
て
い

な
い
方
を
対
象
と
し
て
次
の
日
程
で

集
合
徴
収
及
び
納
税
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
、
県
税
に
関
す
る

一
般
質
問
も
お
受
け
し
ま
す
。

【
日
程
・
場
所
】

日　

時　

�

平
成
20
年
10
月
16
日(

木)

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で

　
　
　
　

平
成
20
年
10
月
17
日(
金)

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

場　

所　

喜
界
町
役
場
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

喜
界
町
役
場
税
務
課

電
話　

65-

１
１
１
１
（
内
線
43
）

■
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
協
力
を

■
平
成
20
年
度
県
税
集
合
徴
収
及
び

納
税
相
談
の
お
知
ら
せ

平成２０年９月２８日 ( 日 ) は、

町長及び町議会議員選挙の投票日です。

（午前７時 から 午後６時 まで）

○仕事や旅行、病気などで、当日に投票所へ行けない方は、

 期日前投票 ができます。

喜界町選挙管理委員会   喜界町明るい選挙推進協議会

期　日：９月２４日（告示日の翌日）～２７日（投票日の前日）
時　間：午前８時３０分～午後８時
場　所：役場トレーニング室（役場正面玄関より一番奥の右）

「ルールを守って 明るい選挙」

９月の年金相談に関するお知らせ



　

以
前
、
喜
界
島
を
P
R
す
る
際

に
「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
ア
イ
ラ
ン
ド
」

と
い
う
表
現
が
さ
か
ん
に
使
用
さ

れ
、
定
着
も
し
た
。

　

そ
の
名
の
由
来
は
、
日
本
に
開
国

を
迫
る
た
め
琉
球
か
ら
浦
賀
に
向
か

う
ペ
リ
ー
が
、
喜
界
島
を
見
て
「
ク

レ
オ
パ
ト
ラ
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と
呼
ん

だ
と
い
う
説
に
よ
る
。

　

し
か
し
、
状
況
は
一
変
す
る
こ
と

と
な
る
。
平
成
12
年
に
根
拠
と
な
る

文
献
が
再
調
査
さ
れ
た
結
果
、
ペ

リ
ー
が
名
付
け
た
の
は
ト
カ
ラ
列
島

の
横
当
島
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力

に
な
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
後
も
し
ば
ら
く
は
「
ク
レ
オ

パ
ト
ラ
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
表
現

は
使
わ
れ
て
い
た
が
、
疑
問
を
呈
す

る
意
見
も
あ
っ
た
た
め
、
現
在
で
は

あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　

喜
界
島
は
「
蝶
の
飛
び
交
う
隆
起

珊
瑚
礁
の
島
」
で
あ
り
、
美
し
い
島

で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
は
さ
む
余
地

は
な
い
。

　

町
花
の
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
の
花
こ

と
ば
は
「
気
高
い
貴
婦
人
」
で
あ
る

し
、
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
別
名
は
「
南

の
島
の
貴
婦
人
」
で
あ
る
。

　

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
は
、
古
代
エ
ジ
プ

ト
時
代
に
生
き
た
一
国
の
命
運
を
左

右
し
た
ほ
ど
の
「
絶
世
の
美
女
」
で

あ
り
「
貴
婦
人
」
で
あ
る
。

　

ペ
リ
ー
の
件
は
関
係
な
い
の
だ
、

今
こ
そ
「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
ア
イ
ラ
ン

ド
喜
界
島
」
と
、
声
高
に
叫
ぼ
う
で

は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
（
植
村
）
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小
池　

一
夫

田
向　

利
恵
子

山
下　

昭
子

上
田　

テ
ル
子

森
岡　

勝
一

福
原　

覚

赤
　

連

先
　

山

浦
　

原

城
　

久

坂
　

嶺

荒
　

木

喜界町の推計人口
（平成 20 年 8 月１日現在）

世 帯 数 ・・・・・ 3,772 戸 (-  1)

人 口 ・・・・・ 8,259 人 （-  4）

男 ・・・・・ 3,927 人 (　 1)

女 ・・・・・ 4,332 人 (-  5)

昏
れ
な
ず
む
甘き

び蔗
の
畦
道
行
く
吾
に

さ
さ
や
く
ご
と
き
風
の
さ
ゆ
ら
ぎ

嶺
倉　

祝
子

旅
立
ち
の
吾
を
見
送
る
母
が
立
つ
駅

に
ゆ
れ
い
し
コ
ス
モ
ス
の
花

北
島　

シ
ナ

老
い
て
ゆ
く
我
が
身
の
涯
を
思
い
つ

つ
庭
先
の
雑
草
座
し
て
取
り
い
る

有
村　

道
子

水
色
の
ガ
ラ
ス
の
花
器
に
薔
薇
挿
せ

ば
蝶
が
舞
い
来
て
夏
の
風
呼
ぶ

平
尾　

チ
ヨ

白
波
が
緑
の
島
の
四し

も方
に
は
じ
け
夏

日
輝
く
ふ
る
さ
と
喜
界

屋
良
ミ
ノ
子

額
縁
で
絵
も
生
き
料
理
も
器
次
第
人

は
話
と
人
柄
で
決
ま
る

美
代　

イ
シ

幾
千
年
地
中
に
ね
む
り
し
城
久
遺
跡

淡
き
瑠
璃
色
の
皿
出
土
す
る

郡　
　

市
子

船
型
の
花
器
に
盛
り
た
る
珊
瑚
石
長

年
か
け
て
海
辺
で
拾
う

弥
島　

幸
子

島
を
離
れ
飲
む
あ
お
さ
汁
香
も
高
く

湯
気
に
顕
ち
く
る
ふ
る
さ
と
の
磯

武
田　

幸
子

透
き
通
る
ガ
ラ
ス
の
器
赤
く
染
め
盛

ら
れ
し
イ
チ
ゴ
食は

む
を
た
め
ら
う

林　
　

蓮
香

氏　
　
　

名

米
田
ヱ
ミ
子

山
下　

齋

佐
東　

一
眞

年
齢

59
才

68
才

60
才

住

所

佐
手
久

浦

原

赤

連

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

氏　
　
　

名

村
岡　

健け
ん
ご吾

上
村　

紗さ

わ羽

岡
本　

空く
う
と翔

生
田　

倖ゆ
き
の
ぶ信

保
科　

海ま
ひ
ろ大

福
岡　

輝き
ら
と斗

保
護
者

俊
一
郎

武

志

秀

明

博

信

一

美

建

朗

住

所

赤

連

赤

連

中

里

上
嘉
鉄

阿

伝

上
嘉
鉄

編

集

後

記

住

所
湾

東
京
都

羽

里

奄
美
市

湾
赤

連

志
戸
桶

志
戸
桶

湾

フ
ィ
リ
ピ
ン

氏　
　
　

名

宮
元　

大
輔　

倉
橋　

茜

直
志　

繁
久　

森
田　

美
和

横
山　

健
太

園
田　

亜
樹

益
田　

大
介

倉
橋　

雅
子

澄
江　

隆
弘

ロ
タ
ン
テ
モ
ン
ド

レ
ザ
・
ア
ル
リ
ン

川
畑　

ツ
ヤ

榮　

キ
ク
エ

仲　
　

マ
ツ

福
原　

ケ
イ

吉
岡　

輝
邦

松
元　

實
彦

屋
本　

節
子

衛
守　

進

髙
岡　

顯
隆

88
才

84
才

92
才

74
才

78
才

80
才

77
才

83
才

88
才

花
良
治

赤

連

坂

嶺

荒

木

小
野
津

川

嶺

花
良
治

大
朝
戸

嘉

鈍

ふ
る
さ
と
寄
附
者
（
敬
称
略
）

浅
井　

眞
津
子

川
崎
市

孝
野　

三
好

松
本　

エ
ツ
子

川
畑　

勝
徳

吉
岡　

ハ
ツ
エ

佐
東　

一
美

志

戸

桶

川
　

嶺

花

良

治

小

野

津

赤
　

連

※
８
月
号
で

「
大
阪
府
在
住（
中
里
）吉
村
弘
道
」

と
な
っ
て
い
る
の
は
（
湾
）
の
誤

り
で
す
。
訂
正
し
ま
す
。

　「みなさんこんにちは。 ボクは柴犬だから
気が強いので、 知らない人が来ると 『ウー
ワンワン！』 とほえて、 番犬としても頑張っ
ています。 だけど一番大好きなお父さんに、
あお向けになっておなかをなでてもらうのが
大好きな、 まだまだ甘えん坊なのです。 こ
れからもいっぱい遊んでね。」　　　　がん太より

１

今月の

こんげつのわんこ

 千田  がん太くん

　柴犬　 湾 　 8 才
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リュウゼツラン ( 竜舌蘭 )

ユッカ
（キミガヨラン ：君が代蘭）

キョウチクトウ
（夾竹桃）

タイワンレンギョウ
（デュランタ）

キバナキョウチクトウ

アデニウム （砂漠のバラ）

キョウチクトウにも
黄色の花を付ける

種があるため混同され
やすいが、これは別の
種である。花は横から
見るとラッパ状になっ
ている。
　花ことばは特にない
ようである。

中南米を原産とし、100 種以上が確認されている。喜界島でよく見られるのは「アオノリュウゼツラン」と思わ
れるが、ほかに「ユッカ」などの観賞用の品種も見られる。ちなみにテキーラの原料となるテキラリュウゼツ

ランは別種である。　英名では「century plant（百年植物）」といわれるが、実際には芽が出て約 30 年後に一度だ
け花を付ける。
　ご存知、喜界町の町花であるが、その経緯は広報きかい昭和 40 年 11 月号によると、町の花を決めようと募集を
かけたところ 416 点の応募があり、その中から当時、喜界高校商業科３年の南島喜代江さん他数名が応募したリュ
ウゼツランが選定されたとある。選定理由としては「長い歳月を日照りや風雨、波浪など自然の試練に耐えて生き
抜き、見事な花を咲かせる根強さがあります。町民もこの竜舌蘭にあやかって、どんな苦しみにもうち勝つ根性を
培い、島興しに反映させよう」とのこと。この選定理由が本誌８月号にて発表した「白ゴマの花ことば」と似てい
るのは偶然ではない。　花ことばは「繊細」「気高き貴婦人」など。

リュウゼツラン科の一種。
「君が代」を広辞苑で引

くと「天皇の治世を祝った歌」
の他に「敬い親しむ人や君主
の寿命あるいは栄える時」と
ある。地味な花しか咲かない
リュウゼツランの仲間にあっ
て、この花の咲きぶりは見事
であり、まさしく「咲き栄える」
という表現が相応しい。
　花ことばは「雄壮」。

葉が竹に花が桃に似ることから、この名が付いた。シマでも至ると
ころで見受けられ、白やピンクの一重・八重の花が目立つ。環境

の悪いところにも強く、大気汚染に悩む中国では街路樹に利用されて
いる。  
　また、毒性が強く、枝を箸や串がわりにして中毒する事例が多く、
死亡例も多数報告されている。
　花ことばは「危険な愛」「用心」「油断大敵」など。

れっきとした
キョウチク

トウ科の植物で
あり、その名の
とおりアラビア
半島が原産であ
る。
　 花 こ と ば は

「純な心」「一目
惚れ」。

志戸桶天神公園
に て。 他 の 花

には目もくれずに、
一心不乱に密を吸
い続けるオオゴマ
ダラが何十羽とい
た。花を匂ってみ
るとホットチョコ
レートのような甘
い香りがする。
　また、この木の
周囲には雑草がは
え な い こ と か ら、
葉の成分を調べて
みると植物生育阻
害物質が含まれて
おり、除草剤とし
ても利用されてい
るという。
　花ことばは「歓
迎」。


